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ている O 本研究では，目的指向型対話で行なわれている情報の授受に注目することにより 対話一般に成立する制約
を取り上げ，この課題に対する検討を行なっているO




第 3 章においては対話の理解において重要な課題である省略語補充について これまでに提案されているいくつ
かの手法の有効性と問題点を示し本研究で提案している対話参加者の知識に基づく手法の基本的な考え方について
述べ，その有効範囲を明らかにしている。














第 6 章においては，本研究で得られた主な成果をまとめ，今後に残された課題の検討を行なっている O
論文審査の結果の要旨
自然言語による対話を理解し生成する能力を計算機システムに持たせることは，文脈処理という自然言語理解にお
ける今後の重要な研究課題の一部を成すものであると同時に，機械と人間あるいは異国語による人間同士の対話の媒
介など重要な応用が考えられる。
本論文では，受付業務やデータ検索等のような目的指向型の対話を対象として，第三者的立場に立った対話の理解
と対話参加者として応対発話の生成を研究目標としている O
前者に関する研究として，対話一般に成立するとされている協調原理を目的とする対話に即して具体化することに
より，対話から対話参加者が予め所有する知識および対話を通じて授受する知識を導くことができることを明らかに
している O これをシステムとして実現するために，これらの知識の表現形式およびその整合条件を定め，発話からこ
れらの知識を導く推論規則の定式化について論じているo これにより，発話に多用される省略語の補充，授受される
情報の認識を通じた対話構造の認識について，これまでの手法では困難であった問題を解決できることを示している。
また後者に関しては，対話参加者として次発話で授受すべき情報の決定には，授受された情報の構造が重要である
ことを明らかにし対話参加者の知識と授受された情報の構造を用いた情報を決定するプランニングを行うシステム
を作成し，実際の対話を模倣することにより，その有効性を検証している。
これらの研究成果は対話という形での言語現象の基礎および基本構造の解明とともに対話システム実現に重要な知
見を与え，自然言語理解の研究に寄与するものであり，博士論文として価値のあるものと認める O
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